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２０２５年度（令和７年度）学校評価自己評価表  
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神辺中学校区 校番 ８０ 福山市立道上小学校 
   

 最終更新日 ２０２５年（令和７年）４月１４日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち、変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  資質・能力の育成に向けた特色ある教育課程を編成し、日々の授業を中心として評価・改善を進めながら、子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

〇自分で目標を立て、友達と学び合いながら「考える、

選ぶ、決める」経験を積み重ねることにより、「学び

が面白い」と実感する児童生徒が増えてきた。 

〇自分たちが学校を創る主体となり、試行錯誤しなが

ら創意工夫することを楽しむ児童生徒の姿が見られ

る。 

●家庭学習時間が少ない。スマホやゲームの利用時間

が長い。 

 

育成する 

資質・能力 
コミュニケーション力   学びに向かう力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
共に学び、共に支え、未来を切り開き、地域・社会に貢献する生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

◎研究テーマ： できる・わかる・主体的に取り組む児童・生徒の育成 

○ 児童・生徒が、授業での学びを日常の様々な場面で活用し行動できるようになる。 

○ 児童・生徒が、自己肯定感・自己有用感を高める。 

○ 校種、教科・領域をこえた合同研修等を行う。 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

〇課題発見・解決学習、授業後の自己の成長を振り返る学びを継続することにより、学びの面

白さを実感し、自己肯定感が向上した児童が増えた。 

〇「学び合い」を通して、他者とのつながりを大切にする児童が増えている。 

●習得した知識、技能を活用する力が十分ではないため、カリキュラム・マネジメントの充実を

図る必要がある。 

＜授業＞ 

〇授業公開や事前・事後の協議会を通して、「選ぶ・つながる・広がる授業づくり」に向けた取

組は広がってきている。 

●児童一人一人の学習状況を把握し、個に応じた手立てを工夫するなど、学力向上につなぐ

授業づくりが必要である。 

 

育成する 

資質・能力 
A コミュニケーション力    B 人としての思いやり    C 課題発見・課題解決 

めざす 

子ども像 

1・２

年 

A  人の話を最後まで集中して聞き、自分の思いを伝えることができる。 

B  自分や友達の良いところや頑張りに気付くことができる。 

C 「やってみたい」「なぜだろう」と思ったことをもとに課題を見つけ、解決方法を考えることができる。 

3・4

年 

A  相手の考えを受け止め、自分の考えを伝えることができる。 

B  自分や友達の良さを見つけたり、違いや多様性に気付いたりすることができる。 

C  学習や生活の中から課題を見つけ、友達と一緒によりよい解決方法考え、課題を解決することが

できる。 

5・6

年 

A  お互いの意見を出し合いながら、よりよい良い考えを創り出すことができる。  

B  自分や友達の良さや多様性に気付き、互いを認め合うことができる。 

C  探究的な学習の過程を繰り返し、連続することにより、課題の練り上げを行ったり相手意識を広く

もって発信したりすることができる。 
   

研究 

テーマ 
「人間愛」と「自己調整力」を育む授業の創造 

～学びを深め合う児童の育成～ 

内容等 

授業の中で、児童が自らの考えをもち、主体的に課題解決する方法を身に付けるとともに、

互いに意見を交わし合いながら深い学びを実現することを通して、自分のよさや成長、協働

的に学ぶよさなどを実感できる授業を追究する。 

めざす授業の姿 

◎自分の考えをもち、適切な学習方法や学習内容を選択しながら学びを深める授業。 

◎語り合いを通して多様な考えに触れ、よりよい解決策を見出しながら問題解決する授業。 

◎困り感を伝えられる安心できる学級風土に支えられた温かい授業。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

〇校区合同で教材研究や交流を進められ、よ
りわかる授業を追求されている。 

〇「生活につながる」「将来につながる」授業

実践を続けている。 
●課題を共有し、引き続き児童生徒に寄り添
い実態に応じた取組を重ねてほしい。 

●地域とのつながりを広げてほしい。 

 

ミッション 

社会に貢献できる人づくり 

 
学校教育目標 

豊かな心をもち 共に高まり合う 子どもの育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 中期経営目標 

重 
点 

分 
類 短期経営目標 

目標達成に 
向けた取組 評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

３ 

学習場面にお
いて児童に自
己調整力を発
揮させること
により、「主体
的・対話的で・
深い学び」を
実現する。 

★ 
見 

直 

し 

〇児童に基礎的・
基本的な学力を
着実に定着させ
るとともに、「深い
学び」を追究す
る。 

・研究授業や研究
協議を通して、
授業における
「深い学び」の具
現化を図る。 

 
 

(1)「『深い学びの実
現』に資する授業
改善のポイントが
捉えられた。」のア
ンケートに肯定的
回答をした教職員
の割合を90％以
上にする。 

 

  

  

   

 

・授業における
「言語活動の充
実」を重視し、そ
の効果を高める
ための言語能
力習得・活用場
面を適切に設け
る。 

(2)実証研究授業
における「言語活
動の効果」に係る
児童の肯定的回
答の割合を80％
以上にする。 

 

  

  

   

 

・朝の学習時間や
家庭学習を授業
とつなげ、基礎
学力の定着を図
る。 

(3)国語科・算数
科における単元
末テストの知
識・技能領域にお
いて、平均点が4
0%未満の児童の
割合を５%未満に
する。 

 

  

  

   

 

3 

人と人とのか
かわりを重視
した教育活動
の推進 

 見
直
し 

〇他者とのかかわ
りを通して自ら
が役立っている
という実感を高
めるとともに、ソ
ーシャルメディア
と上手に付き合
う素地を養う。 

・異学年交流を昨
年度より活発な
ものにするために
校内の諸活動を
工夫し、有意義な
ものにする。 

・「自分の良さは、
周りの友達に分か
ってもらっている」
「自分は人の役に
立っている」の項目
において、肯定的
な回答の割合を前
年度以上にする。  

 

  

  

   

 

・スマホやタブレッ
トの上手な使用
（時間・内容）につ
いて家庭で考え
る機会を設け、自
己の生活を振り
返らせる。 

・スマホやタブレッ
トでゲームや動画
視聴、SNS をす
る時間に係り、1
日 3 時間以上の
児童を 30％以下
にする。 

 

  

  

   

 

 ８０ 福山市立道上小学校 
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３ 

自己の健康と
体力を高める
取組の推進 

 

見
直
し 

〇意欲的に
自らの健
康増進を
進める児
童を増や
す と と も
に 、 児童
の体力向
上 を 図
る。 

・給食指導及び
保健指導並びに
家庭連携を通し
て児童の食育
充実を図る。 

・5月残食率を基準値として各
学級で定めた年間目標残食率
を下回った学級を100％以上
にする。 

 

  

  

   

 

・体育科の授業
改善を図るとと
もに具体的な体
力向上の方法
を児童に身に付
けさせる。 

・「全国体力・運動能力、運動
習慣等調査」における「50m
走」「握力」「反復横跳び」3種
目全ての学級平均値が全国
平均値より高い学級を50％
以上にする。 

 

  

  

   

 

３ 

信頼される学校
づくりに向けた
学校組織づくり 

 
見
直
し 

〇保護者・地

域対応の

充実を図

る。 

・分掌・担当等の
主体的な動きを
生かしながら、組
織的な取組を継
続する。 

・「学校の取組に満足してい
る」の項目で肯定的な回答
を９１％以上にする。 

         

 
見
直
し 

〇教職員の

仕事に対

するやりが

いと充実

感の向上

を図る。 

・教職員のやりが
いにつながる教
材研究の時間を
含め児童と向き
合う時間を確保
する。 

・「仕事へのやりがい」「充実
感」の項目で肯定的な回答
を１００％にする。 
 

 

 

  

  

    

・教職員一人一
人が働き方改
革の意義を理
解し、自らの目
標を立て、実践
する。 

・時間外在校等時間４５時 
間以内を１００％にする。 

 

  

  

    

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、
問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が
生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変
化、問題が生じた際は、協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し、十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し、望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し、一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り、成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り、成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


